うそろ そろ 厭きて いました。 

そして みんな はわ かれて うちへ 帰り ましたが 一 郎ゃ 

嘉助は 仲々 それ を 忘れて しまう こと はでき ませんで し 

た。 

九月 二日 

次の 日 もよ く 晴れて 谷川の 波 はちら ちら ひか リ まし 

た。 

一郎と 五 年生の 耕 一と は、 丁度 午后 二 時に 授業が す 

そ 1 つじ 

みました ので、 いつもの ように 教室の 掃除 をして、 そ 



郎は又 笑い出して 空 を 見ました。 

「うん 面白い ご 

「昨日 何して 逃げた ご 

「逃げたん じ やない や。 昨日 は 二百十日 だい。 本当な 

ら 兄さんた ちと 一 緒に ずう つと 北の方へ 行って るん 

だ ご 

「何して 行かなかった ご 

「兄さんが 呼びに 来なかった からさ ご 

うな あい 

「何て 云う、 汝の 兄※ 〔# 小 書き 平仮名な、 82-14U は ご 

「風 野 又 三郎。 きまつ てるじ やない かご 又 三 郎は又 

きげん 

機嫌 を 悪く しました。 



「あ、 判った。 うなの 兄※ 〔# 小 書き 平仮名な、 82-16U 

も 風 野 又 三郎、 うないの お父さん も 風 野 又 三郎、 うない 

の 叔父さん も 風 野 又三郎 だな ご と 耕 一 が 言いました。 

ぼく 

「そうそう。 そうだよ。 僕 は どこへ でも 行 くんだ よご 

「支那へ も 行った かご 

「うん ご 

「岩 手 山へ も 行った がご 

「岩 手 山から 今 来たん じ やない か。 ゆうべ は 岩 手 山の 

とま 

谷へ 泊つ たんだよ ご 

「いいな あ、 おら も 風になる たいな あご 

すると 風の 又 三郎は よろこん だの 何のって、 顔 を ま 



又三郎 はお かしくて おかしくて まるで 咽喉 を 波の よ 

うにして 一 生けん 命 空の 方に 向いて 笑って いました が 

なみだ ふ 

や つと こらえて 泪 を 拭きながら 申しました。 

「僕 失敬した よ。 僕 そのかわり 今度い いもの を 持って 

来て あげる よ。 お前※ 〔# 小 書き 平仮名ん、 85-S とこ 

へね、 きれいな はこやなぎの 木 を 五本 持って行って あ 

げ るよ。 いいだろ うご 

耕 一は やっと 怒る の を やめました。 そこで 又 三郎は 

又お 話 をつ づけました。 

「ね、 その 谷の 上 を 行く 人た ち はね、 みんな 白い きも 

の を 着て 一 番 はじめの 人 はたい まつ を 待って いただろ 



のぼって いるだろう。 そのたい まつ はもう みじかく 

なって 消えそう なんだ。 僕が マント をフゥ とやって 

通 つ たら 火が ぼつ ぼ つ と 青く う > ^ いてね、 とうとう 消 

えてし まった よ。 ほんとう はもう 消えても よかつたん 

だ。 東が 琥珀の ようにな つ て 大きな とかげの 形の 雲が 

たくさん うか 

沢山 浮んで いた。 

『あ、 とうとう 消 だ。』 と 誰かが 叫んで いた。 おかしい 

としと 

の はねえ、 列の まん 中 ごろに 一 人の 少し 年老った 人が 

た いぎ 

居たん だ。 その 人が ね、 年を老 つて 大儀な もんだ から 

前 をの ぼって 行く 若い 人の シャツの はじに ね、 一寸と 

りつい たんだよ。 すると その 若い 人が 怒って ね、 



いよ、 お前 を ほめたん だ。 おら はいつ でも 先生から 

習って いるんだ。 本当に 男らしい もの は、 自分の 仕事 

を 立派に 仕上げる こと を よろこぶ。 決して 自分が 出来 

ないから つて 人 をね たんだり、 出来た からって 出来な 

い 人 を 見くびった リ さない。 お前 もそう 怒らなくても 

、ヽ o 一 

レレ」 

又 三郎も よろこんで 笑いました。 それから 一寸 立ち 

上って きりきり つと かかとで ーぺん まわりました。 そ 

こで マントが ギ ラギラ 光り、 ガラスの 沓がカ チッ、 力 

チッ とぶ つつかって 鳴った ようでした。 又 三郎は それ 

から 又 座って 云いました。 



た。 嘉助 はまつ 赤に なりながら 足 を 出しました。 又 三 

郎 はしば らく それ を 見てから、 

「ふうん ご 

と 医者の ような 物の 言い方 をして それから、 

r 一 寸脈 をお 見せ ご 

と言うの でした。 嘉助は 右手 を 出し ましたが、 その 時 

の 又 三郎の まじめくさった 顔と いったら、 とうとう 一 

郎は 噴き出しました。 けれども 又 三郎は 知らん振り を 

して、 だまって 嘉 助の 脈 を 見て それから 云いました。 

「なるほどね、 お前なら ことによ つたら 足 を 切られる 

うす 

かも 知れない。 この 子 はね、 大 へんから だの 皮が 薄い 



ろうご 又 三 郎は嘉 助に 聴きました。 

「痛くなかった ご 嘉助 はま だ 顔 を 赤く しながら 笑い 

ました。 

「ふん、 そうだろう。 痛い はず はな いんだ。 切れたん 

じ やない からね。 そんな 小さな サイクル ホ— ル なら 僕 

たちた つた 一人で も 出来る。 くるくる まわって 走れ あ 

いいから ね。 そうすれば 木の葉 や 何 か マントにから 

まって、 丁度うまい 工合 かまいたち にな るんだ。 とこ 

ろが 大きな サイクル ホ— ル はとても 一 人 じ や 出来 あし 

ない。 小さい のなら 十 人ぐ らい。 大きな やつなら 大人 

も はいって 千 人 だって あるんだ よ。 やる 時 は大& ふた 



とう 機み で 水 を 掬つ ちゃつ たんだ。 さあ 僕 等 はもう 黒 

雲の 中に 突き 入って まわって 馳 けたね え、 水が 丁度 

じょうご し：：：' 

漏斗の 尻の ようになって 来 るんだ。 下から 見たら 本当 

にこ わか つ たろう。 

『ああ 竜 だ、 竜 だ。』 みんな は 叫んだ よ。 実際 下から 

見たら、 さ つ きの 水 はぎら ぎら 白く 光 つ て 黒雲の 中に 

はいって、 竜の しつ ぼの ように 見えた かも 知れない。 

その 時 友 だち がま わるの を やめた もんだ から、 水 は ざ 

あっと 一 べんに 日 詰の 町に 落ち かかつ たんだ。 その 時 

は 僕 はもう まわる の を やめて、 少し 下に 降りて 見て い 

たがね、 さっきの 水の 中に いた 鮒 やなまず が、 ばらば 



『この 風 はたし かに 颶風です ね。』 

支那 人の 博士 はやつ ぱリ わら つ て 気がない ように、 

かわら ま 

『瓦 も 石 も 舞い 上らん じ やない か。』 と 答えながら も 

う 壇 を 下り かか るんだ。 子供の 助手 はまる で 一 生けん 

命に な つ て 

『だって 木の 枝が 動いて ますよ。』 と 云 うんだ。 それ 

でも 博士 はまる で 相手に しないね え、 僕 も その 時 はも 

う 気象台 をず う つ と はなれて しま つ て あと どうな つ た 

ゝ 1 1 ！ フ n」 、 。 

力 知ら レ 

そして その 日 はずう つ と 西の方の 瀬戸物の 塔の ある 

あたりまで 行って ぶらぶらし、 その 晚十 七夜のお 月 さ 



り いなずま のように 飛んで 

『今日は 暴風です よ、 そら、 暴風です よ。 今日は。 さ 

よなら。』 と 叫びながら 通つ たんだ。 もう 子供の 助手 

が 何 を 云った かた だ その 小さな 口が びくつと まがった 

の を 見た だけ 少しも 僕に はわから なか つ た。 

そうだ、 そのと き は 僕 は 海 を ぐんぐん わたって こつ 

とち ゅラ 

ちへ 来た けれども 来る 途中で だんだん かける の を やめ 

て それから 丁度 五日 目に ここ も 通った よ。 その 前の 日 

は あの 水 沢の 臨時^ 度 観測所 も 通った。 あすこ は 僕た 

ちの 日本で は 東京の 次に 通りたがる 所なん だよ。 な 

ぜ つ て あすこ を 通る と レコ— ド でも 问 でもみ な 外国の 



朝 は 低い 雨雲 を 下して まるで 冬に でも 降る ような ま つ 

ま 

すぐな しずかな 雨が やっと 穂 を 出した 草 や 青い 木の葉 

に そそぎました。 

かさ みの 

みんな は 傘 を さしたり 小さな 簑 からすき とおるつ め 

たい I 卞 を ぼたぼた 落したり して 学校に 来ました。 

雨 はたびた び 霽れて 雲 も 白く 光りました けれども 今 

日 は 誰も あんまり 教室の 窓から あの 丘の 栗の 木の 処を 

見ませんでした。 又三郎 など も はじめ こそ はほんとう 

きた い 

にめ ずらしく 奇体 だ つたので すが だんだん なれて 見る 

と 割合 ありふれた ことにな つ てし ま つ てまる で 東京 か 

らふい に 田舎の 学校へ 移って 来た 友 だち ぐらいに しか 



の 崖に な つ た 処の中 ごろ を 通る のでず いぶん 度々 山の 

くぼ 

窪み や 谷に 添つ てま わらなければ なりませんでした。 

わきみず 

ところどころに は 湧水 も あり、 又み ちの 砂 だって まつ 

*D ノ： .VJ 

白で 平らで したから 耕 一 は 今日 も 足駄 をぬ いで 傘と 

^ つ しょ 

一 緒に もって 歩いて 行きました。 

まがり 角 を 一 一 つま わ つ てもう 学校 も 見え なくなり 前 

にもう しろに も 人 は 一 人 も 居ず 谷の 水 だけ 崖の 下で 少 

し 濁つ てごう ごう 鳴る だけ 大へ ん さびしくな りました 

くちぶえ ふ 

ので 耕 一 は 口笛 を 吹きながら 少し 早足に 歩きました。 

みち 

ところが 路の 一 とこに 崖から からだ をつ き 出す よう 

にした 櫓 や 樺の 木が 路に被 さ つたと こが ありました。 



耕 一 が 何気なく その 下 を 通りましたら 俄かに 木が ぐ 

ら つと ゆれて つめたい I 卞 がー べんに ざっと 落ちて 来 ま 

力た 

した。 耕 一 は 肩から せなかから 水へ 入った ようになり 

ました。 それほど ひどく 落ちて 来たので す。 

こずえ 

耕 一 は その 梢 をち よ つ と 見 あげて 少し 顔 を 赤く し 

て 笑いながら 行き過ぎました。 

ところが 次の 木の トンネル を 通る とき 又 ざ つと その 

I 下が 落ちて 来たので す。 今度 はもう すっかりから だま 

で 水が しみる 位に ぬれました。 耕 一は ぎょっと しまし 

たけれ ども やっぱり 口笛 を 吹いて 歩いて 行きました。 

ところが 間もなく 又木の かぶ さ つ た処を 通る ように 



なりました。 それ は大 へんに 今までと はちがつて 長 

かった のです。 耕 一 は 通る 前に 一 べんその 青い 枝 を 見 

あげました。 I 卞はー ぱいに たまって 全く 今にも 落ち そ 

うに は 見えました しおまけ に 一 一度 ある こと は 三度 ある 

とも 云う のでした から 少し 立ち どま つ て 考えて 見 まし 

たけれ ども まさか 三度が 三度と も 丁度 下 を 通る とき そ 

れが 落ちて 来る と いう こと はない と 思つ て 少しび くび 

くしながら その 下 を 急いで 通って 行きました。 そした 

ら やっぱり、 今度 も ざ あ つ と I 卞が 落ちて 来たので す。 

耕 一 はもう 少し 口が まが つ て 泣く ようにな つ て 上 を 見 

あげました。 けれども 问 とも 仕方ありませんでした か 



した。 

耕 一 はとうとう 泣き出して しまいました。 

すると 丁度 それと 一 緒に 向う で はあはあ 笑う 声が し 

たのです。 びっくりして そちら を 見ましたら そいつ は 

そいつ は 風の 又三郎 でした。 ガラスの マント も I 卞で 

い つ ぱい 髪の毛 も ぬれて 束に なり 赤い 顔から は 湯気 さ 

え 立てながら はあはあ はあはあ ふい ごのよう に 笑って 

いました。 

耕 一 は あたりが きいんと 鳴る ように 思った くらい 

怒 つ てし まいました。 

「何 為 あ、 ひとの 傘ぶ つかして ご 



十日 ころまで、 昔 は その 頃 ほんとうに 僕たち はこ わ 

がられた よ。 なぜって その 頃 は 丁度 稲に 花の かかる と 

きだろう。 その 時 僕たちに かけられたら 花が みんな 

散って しまって まるで 実になら ないだろう、 だから 前 

は 本当に こわがつ たんだ、 僕たち だって わざとす るん 

じ やない、 どうしても その 頃 かけな くち やい かない か 

ら かけ るんだ、 もう 三 四日た てばき つと 又そう なる よ _ 

けれども いま はもう 農業が 進んで お前た ちの 家の 近く 

などで は 二百十日の ころに など 花の 咲いて いる 稲なん 

か 一本 もないだろう、 大抵もう 柔らかな 実にな つてる 

んだ。 早い 稲 はもうよ ほど 硬く さえな つてる よ、 僕ら 



くて 弱い からよ くそん な こと も 気をつけ なけ あ いけな 

いんだ。 だからまず 僕たちの こと 悪く 云う 前によ く自 

分の 方に 気をつけり やい いんだよ。 海岸で はね、 僕た 

ちが 波の しぶき を 運んで 行く とすぐ 枯れる やつ も 枯れ 

りんご なし き ゆ-つり 

ないやつ も あるよ。 苹果ゃ 梨 やまる めろ や 胡瓜 はだめ 

だ、 すぐ 枯れる、 稲 や 薄荷 や だいこん など は なかなか 

強い、 牧草な ども 強いね え ご 

又三郎 はちよ つと 話 を やめました。 耕 一 もす つかり 

きげん 

機嫌 を 直して 云いました。 

「又 三郎、 おれあ あんまり 怒で 悪が た。 許せな ご 

すると 又三郎 はすつ かり 悦 びました。 



し +p 

その 次の 日は大 へんいい 天気でした。 そらに は 霜の 

くじゃく 

織物の ような 又 白い 孔雀の はねの ような 雲が うすく か 

とんび きん わ 

か つ て その 下 を鳶が 黄金い ろに 光って ゆるく 環 を か 

いて 飛びました。 

みんな は、 

「とんび とんび、 と つ とび ご とかわる がわる そ つちへ 

叫びながら 丘 を のぼりました。 そしてい つもの 栗の 木 

の 下へ かけ 上る か あがらない うちにもう 又三郎 のガラ 

スの沓 が キラ ッと 光って 又 三郎は 一 昨日の 通り まじめ 

くさ つ た 顔 をして 草に 立 つ ていました。 



「今日は 退屈だった よ。 朝から どこへ も 行き やしない。 

お前た ちの 学校の 上 を 二三 べん あるいた し 谷底へ 二三 

ところ 

ベ ん 下りた だけ だ。 ここら はずい ぶんいい 処 だけれ 

ども やっぱり 僕 はもう あきたね え ご 又 三郎は 草に 足 

を 投げ出しながら 斯う 云いました。 

「又 三郎 さん 北極 だ の 南極 だ のおべ だな ご 

一 郎は又 三郎に 話させる ことに なれて しまって 斯う 

云って 話 を 釣り出そうと しました。 

すると 又 三郎は 少し 馬鹿にし たように 笑つ て 答え ま 

した。 

「ふん、 北極 かい。 北極 は 寒い よ。 I 



じ やない、 みんな 小さな 小さな 氷の かけらなん だよ、 

けんびきょう とが 

顕微鏡で 見たら もうい くらす きとお つ て 尖って いるか 

知れ やしない。 

そんな 旅 を 何日 も 何日 も つづけ るんだ。 

さぴ 

ずいぶん 美しい こと も あるし 淋しい こと も ある。 雲 

きれい 

なんか ほんとうに 奇麗な ことがある よご 

「赤くて がご 耕 一 がたず ねました。 

「いいや、 赤く はない よ。 雲の 赤くなる の は 戻り さ。 

南極 か 北極へ 向いて 上の 方 を どんどん 行く とき は 雲な 

んか赤 か あないん だよ。 赤 か あないんだ けれど、 それ 

あわ こ * ノ 

あ 美しい よ。 ごく 淡い いろの 虹の ように 見える とき も 



その 霧の ところどころから 尖った まつ 黒な 岩が あち こ 

ち 朝の 海の 船の ように 顔 を 出して いるね え。 

『あすこ は グリ— ン ランド だよ。』 僕たち は 話し合う 

んだ。 いままで どこ を とんで いたの かもう 今度で 三度 

おお 、- ま リ 

目 だなん ていう 少し 大きい 方の 人な どが 大 威張で やつ 

て 来て いろいろ その 辺の ことな ど 云 うんだ。 

『そら、 あすこの とこが ゲ ー キイ 湾 だよ。 知って る だ 

ろう。 英国の サァ、 ァ— キバ ルド、 ゲ— キ ー の 名 をつ 

けた 湾なん だ。 ごらん そら、 氷河ね、 氷河が 海に はい 

るね え、 あれで 少しずつ 押されて だんだん 喰み 出して 

さ 

るんだ よ、 そしてと うとう 氷河から 断れて 氷山に なら 



足な み を 見たり した もの は どれ もす つかり 入れられち 

ま うんだ。 

そのうち だんだん 僕ら はめぐ るだろう。 そして 下の 

方に おり るんだ。 おしまい はまる で 海と すれすれ にな 

とうち やくしゃ 

る。 そのと き あちこちの 氷山に、 大 循環 到着 者 はこ 

ふきん おい 

の 附近に 於て 数日間 休養すべし、 帰路 は 各人の 任意な 

しょうが い もつ じゅうぶん かくご 

る も 障碍 は 来路に 倍す る を 以て 充分 の 覚悟 を 要す。 

まさ つ かえ ぐどん 

海洋 は 摩擦 少 きも 却って 速度 は大 ならず。 最も 愚鈍な 

る もの 最も 賢 きものな リ、 という 白い 杭が 立 つてい る- 

これより 赤道に 至る 八 千 六 百べ スタ ー というよ うな 標 

も あちこち にある。 だから 僕たち は その 辺で まあ 五六 



わくないと 思って るんだ。 白熊 は なかなか 賢い よ。 そ 

れ から その 次に 面白 いのは 北極光 だよ。 ばち ばち 鳴る 

むらさき 

んだ、 ほんとうに 鳴 るんだ よ。 紫 だの 緑 だのず いぶ 

ん 奇麗な 見世物 だよ、 僕ら は その 下で 手 をつな ぎ 合つ 

てぐ るぐ る まわ つ たり 歌 つ たリ する。 

そのうち とうとう 又 帰る ようにな るんだ。 今度 は 海 

の 上 を 渡って 来る。 あ、 もう 演習の 時間 だ。 あした 又 

話す からね。 じ やさよ なら ご 又 三 郎はー べんに 見え 

なくなって しまいました。 みんな も 丘 をお リ たのです _ 

九月 九日 



高い とこ を ぐんぐん かけた ど こじゃない、 南の 方から 

来て ぶつつ かる やつ は あるし、 ぶつつ かった とき は 霧 

がで きたり 雨 をち らしたり 負ければ あと 戻り をし な 

けあいけ ないし 丁度 力が 同じ だとし ばらく とま つ たり 

この 前の サイクル ホ— ル になった りする し 勝った つ て 

よっぽど 手間取 るんだ から そら あ 実際 気が いらいらす 

るんだ よ。 ^嘩だ つてず いぶんす るよ。 けれども 決し 

て 卑怯 はしない。 そら 僕らが 三人ぐ らい 北の方から 少 

し 西へ 寄って 南の 方へ 進んで 行く だろう、 向う から 丁 

度 反対に やって来る ねえ、 こっちが 三人で 向う が 十 人 

のこと も ある、 向う がー 人の こと も ある、 けれども 勝 



せんころ き ゆめ 

先頃 又三郎 から 聴いた ばかりの その 歌 を 一 郎は 夢の 

また 

中で 又き いたのです。 

ま 

び つ くりして 跳ね起きて 見ましたら 外で はほんとう 

ほ 

に ひどく 風が 吹いて うしろの 林 はまる で咆 える よう、 

あけがた 近くの 青ぐ ろい うすあかりが 障子 や 棚の 上の 

ちょうちんば - J 

提灯 箱 や 家中 いっぱいでした。 

一 郎 はすば やく 帯 をして それから 下駄 を はいて 土間 

くぐ 

に 下り 馬屋の 前 を 通つ て 潜り を あけましたら 風が つめ 

いっしょ 

たい 雨の つぶと 一緒に どうつ と 入って 来ました。 馬屋 

のうしろ の 方で 何 かの 戸が ばた つ と 倒れ 馬 はぶる る つ 

と 鼻 を 鳴らしました。 
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